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（注意） 
１．問題冊子（表紙を含む）は３枚です。 
２．問題冊子は指示があるまで開かないで下さい。 
３．問題冊子と下書き用紙は持ち帰って下さい。 
４．解答は、鉛筆、シャープペンシル、ペン、ボールペンのいずれで記入しても

構いません。 
５．解答にあたっては、どの問題から解答しても構いません。ただし、どの問題

についての解答であるのかを答案中に明示してください。 
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以下の問題について解答しなさい。 
 

問題１（各５点） 
  以下の語句あるいは概念を、具体例を示しつつ説明しなさい。 
 
（１）管理・監督過失 
 
（２）放火罪における「公共の危険」 
 
 
問題２（１５点） 
  次の事例におけるＸおよびＹの罪責を論じなさい。ただし、住居等侵入罪お

よび特別法違反の点は論じる必要はない。 
 
  Ｘは、隣人であるＡが気に入らない人物であったことから、Ａを町内から追

い出そうと思い、２０２４年７月１５日、自宅の敷地でＡの家に面した箇所に

ポータブルラジオ器（以下、「本件ラジオ器」という）を置き、連日連夜大音

量でラジオを流し続けた。同月１８日には、Ａは精神的ストレスにより、全治

不詳の慢性頭痛症、睡眠障害、耳鳴り症などを発症した。Ｘは、Ａの身体に症

状が出ることがあるとは全く考えていなかった。 
  その後同月２０日に、別の住民Ｂから苦情があったためＸは本件ラジオ器

を撤去したが、Ｘは、苦情を受けたのはＡがＢなど町内の住民に自身の悪口を

言った結果だと思い込み、Ａに対する恨みを深め、Ａを殺害することを決意し

た。Ｘは、一人で行うと失敗する可能性があると考え、同月２２日、遠方に住

んでいて前段の事情を知らない弟のＹを呼び、「今隣に住んでいるＡという極

悪人とトラブルになっていて、こっちに来いと言われている。万が一喧嘩にな

ったときのためにナイフを持って押しかけるぞ」とＹに告げた。Ｙは渋ったも

のの、Ｘが説き伏せ、それぞれナイフを持ってＡ宅に向かった。Ｙは、いきな

り襲われることはないだろう、まずは紳士的に説得しようと考えていたが、扉

を開けた瞬間ＡがＹに対して麺棒をもって襲い掛かってきたため、Ｙは自らの

身を守るため、Ａが死亡してもやむを得ないと考え、持っていたナイフでＡの



腹部を３回刺した。Ｘはその様子を傍で見ていて、首尾よくＡを殺せそうだと

考えた。Ａは腹部からの出血多量により間もなく死亡した。 
  

以上 
 


